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電力工学基礎 補足資料

～ 5/11 講義 板書の訂正と補足 ～

2005.5.11 宮武

1 各変数の関係
1.1 単相の場合

Vm =
√

2V, Im =
√

2I

1.2 ３相の場合

Vm =
√

2V0, V =
√

3V0, Im =
√

2I

2 板書での間違い
単相では、Vm =

√
2V である所を、Vm = 1√

2
V と勘違いをしたのが間違いの原因である。同様に、３相

では Vm =
√

2V0 が正しく Vm = 1√
2
V0ではない。電流も Im =

√
2I が正しく Im = 1√

2
I ではない。（電流

は単相・３相とも同じ）
いずれの場合も、最初の時間関数の定義が間違っているだけで、得られる結論には間違いはない。また、

配布資料にも間違いはない1。

2.1 単相交流の訂正箇所

v(t) =
√

2V sin ωt︸ ︷︷ ︸
要訂正！

(= Vm sinωt) i(t) =
√

2I sin(ωt− θ)︸ ︷︷ ︸
要訂正！

(= Im sinωt)

2.2 ３相交流の訂正箇所

va(t) =
√

2V0 sinωt︸ ︷︷ ︸
要訂正！

=
√

2
3
V sinωt (= Vm sinωt) ia(t) =

√
2I sin(ωt− θ)︸ ︷︷ ︸
要訂正！

(= Im sinωt)

vb, vc, ib, ic も同様

1配布資料では振幅（ピーク値）を用いて議論している
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